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リエゾンとリダクション 

 リエゾンはもともとフランス語ですが英語にもあります。リエゾンとは最初の単語の子音と次の

単語の母音が結びつく現象のことです。例えば「This is a book.」で「this の s」と「is の i」が結

びつき「sis」となり［ðis iz］「ディスイズ」ではなく［ðisiz］「ディシズ」となります。「which I」

では[wit  ai]「ウイッチアイ」ではなく[wit ai]「ウィッチャイ」になります。リダクションとは単

語から「h」などの音が落ち前の単語と結びつき発音されることです。例えばフセイン元大統領が捕

まった時、当時のイラクの総督府の長官が「We got him.」と発言しました。この時[ui gat him]

「ウイガットヒム」ではなく「him」の「h」を落とし[ui gatim]「ウィガッティム」と発音しまし

た。ビートルズの曲「Hey Jude」で「to let her into your heart」を「herの h」を落とし 、 「tu 

let hə」「トゥレトゥハ」ではなく    「tu let ə」「トゥレタ」と歌っています。また「good day」で

[gud dei]「グッドゥデイ」ではなく[gudei]「グッデイ」、「sit down」で[sit daun]「シットゥダウン」

で は な く  [sidaun] 「 シ ッ ダ ウ ン 」 な ど も リ ダ ク シ ョ ン で す 。

 


